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はじめに

日本の代表的な古典芸能の一つである狂言は，現在

までその芸を受け継いでいる人物が存在し，実際に

生の舞台を見ることができる。しかし，小学校国語

科教科書の教師用指導書に示された指導例では，教

科書に採録されている狂言台本の文字テキストを読

んだり，狂言師の朗読による CD の音声を聞いたり，

音読したりする学習が中心となっている。

また，NHK の教材動画サイト「NHK for school」

では，小学生を対象にした〈柿山伏〉の動画が公開

されているが，一部分のみを演じているものであり，

舞台も簡略化されたものであって，実際の上演の形

とは大きく異なっている。

実際の上演を録画した DVD を見ることを活用した

学習ができないだろうか。それによって，狂言演目

の内容を学ぶということに留まらず，映像を通して

狂言の特徴的な動きや発声，装束等の伝統文化の享

受を可能にするはずである。

現在，小学校国語科教科書を発行している全 5 社

（光村図書，東京書籍，教育出版，学校図書，三省堂）

の教科書を昭和 36 年度版から現行の平成 27 年度版

まで調査した。すると狂言は，昭和 36 年度版から平

成 27 年度版までの 54 年間に渡って，必ずいずれか

の教科書が採録していることがわかった。

また，教科書会社発行の教師用指導書に示された指

導例を見てみると，昭和 36 年度版から平成 12 年度

版までは文字情報から登場人物の気持ちや関係を考

えたり，想像したりするという文学教材と同様な読み

取りの学習が示されているものが多くあった。一方，

平成 14 年度版以降，狂言師による朗読 CD が教師用

指導書の附録となった教科書もあり，その音源を活用

した聞き取りの学習も可能となってきた。現在では，

指導書を購入している学校であれば音源を活用でき

る環境が整っているが，教科書に音源が附録されて

いるわけではないため，その活用は教師の判断にゆ

だねられている。その実態の詳細については，本稿

末尾の【補注】（50 頁）を参照されたい。

本稿「3，伝文教材の特質」で紹介した藤原マリ子

氏や新治功氏などが指摘しているように，従来のこの

ような読み取りや聞き取りの学習では，古語の意味

がわからない児童が多く存在した。その結果，作品

の内容を一方的に押し付けるという傾向が強くなり，

児童にとっては「伝統的な言語文化（本稿では「伝文」

と略記する）の学習がつまらない」という印象にな

りがちであったのではないかと推定する。

一方現在では，情報視聴覚機器が学校現場に普及す

るようになり，授業での活用が容易になった。その

ため，従来の CD 音源の活用に留まらず，映像等を効

果的に活用する新たな授業展開を模索することが今

後期待できる。

本稿では，国語科教科書に採録されている〈柿山伏〉

を取り上げる。人間国宝の演者による上演という現

在求められる最高レベルの舞台映像を情報視聴覚機

器の活用によって児童が「みる」「演じる」というこ

とを学習の中心に据えた新たな授業展開を提案する。

そして，その授業展開が作品の解釈を一方的に押し付

けることが強くなりがちであった従来の伝文学習を

児童主体のものにしていく一つとして有効であるこ

とを示す。同時に，狂言教材を効果的に活用し，狂

言の面白さに気付くとともに，所作，装束，当時の

生活習慣やものの見方・考え方等といった日本の伝

統文化に興味を持ち，今後も積極的に摂取していき

たいという最初の印象的な出会いを与えるための学

習となり得ることを明らかにしたい。

１，文部科学省の取り組み

具体的な内容に入る前に，文部科学省による取り組み

を確認しておきたい。2008 年『小学校学習指導要領解
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説（国語編）』(1)（本稿では「2008 年度」と略記する）

において「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」

が新設され伝統的な言語文化に親しむ態度の育成が重視

されるようになった。さらに 2016 年 12 月に中央教育

審議会から出された「幼稚園，小学校，中学校，高等学

校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善及び必要な

方策等について（答申）」(2)（本稿では「2016 年度」と

略記する）では，「古典や歴史，芸術の学習等を通じて，

日本人として大切にしてきた文化を積極的に享受し，我

が国の伝統や文化を語り継承していけるようにするこ

と」が重要であることが示された。そして今後，「伝統

文化に関する学習を重視することが必要である」ことを

指摘している。

それを受けて次期『小学校学習指導要領』(3)（本稿で

は「2017 年度」と略記する）で新たに付け加わった指

導事項がある。それは，〔第 1 学年及び第 2 学年〕の「長

く親しまれている言葉遊びを通して，言葉の豊かさに気

付くこと」である。

この内容が加わったことにより，具体的にどのような

指導が求められるようになったのだろうか。このことに

ついて2017年 6月に告示された『小学校学習指導要領

解説（国語編）』(4) （本稿では「2017年度解説」と略記する）

から見てみることにする。〔第1学年及び第2学年〕では，

「長く親しまれている言葉遊びを通して，語彙を豊かにし，

言葉を用いること自体を楽しむこと」「言葉のリズムを楽

しんだり，言葉を用いて発想を広げたり，言葉を通して

人と触れ合ったりするなど，言葉のもつよさを十分に実

感すること」が求められている。これは2008年度には

なかった指導事項であるが，それが追加されたことにつ

いて2017年度解説では，次のように記されている。「中

央教育審議会答申においては，「引き続き，我が国の言語

文化に親しみ，愛情を持って享受し，その担い手として

言語文化を継承・発展させる態度を小・中・高等学校を

通じて育成するため，伝統文化に関する学習を重視する

ことが必要である。」とされ」(4)，それを踏まえて「第1

学年及び第2学年の新しい内容として，言葉の豊かさに

関する指導事項を追加するなど，その内容の改善を図っ

た。」(4) とされている。つまり，2017年度においてさら

に伝文教材を扱った学習が重視されているのである。

２，教科書における伝文教材採録状況の変遷

このような流れの中で，伝文教材の採録数が近年，飛

躍的に増加した。小学校国語科教科書シェア率トップ

（60.9％）(5) である光村図書版教科書では，2008 年度

において伝文に分類されている作品がいくつ採録されて

いるだろうか。以下，光村図書版教科書における伝文教

材採録数 (6) を見ていくこととする。

本稿では，全学年一斉に変わるようになった昭和 36

年度版から現行の平成 27 年度版までの全教科書 1 年生

版から6年生版までを調べ，作品数を数えた (7)。すると，

昭和 36 年度版では 5 作品であり，その後，平成 17 年

度版まで 10 作品前後をほぼ横ばいで推移していること

がわかった。しかし，現行の学習指導要領の下で発行さ

れた平成 23 年度版以降は，作品数が増加している。平

成 23 年度版では，それまで第 6 学年で扱われていた短

歌や俳句が中学年においても扱われるようになり，また

神話も加わるなどして作品数が 51 作品と増えた。現行

の平成 27 年度版では，38 作品となっている。作品数

の一覧は，【表 1】にまとめたので参照されたい。

現行の教科書においては，全 5 社中 3 社（光村図書，

学校図書，三省堂）で狂言を採録している。前述の如く，

狂言採録状況の変遷については【補注】の通りである。〈柿

山伏〉は近年扱われるようになったことがわかる。昭和

36年度版から平成12年度版までは，多くの教科書で〈附

子〉が採録されていた。ところが現在，〈附子〉を採録

している教科書はない。平成 17 年度版以降は，光村図

書では〈柿山伏〉，学校図書で〈盆山〉が，三省堂で〈し

びり〉が採録されているという状況である。

現行の教科書を発行している 5 社のうち，狂言を扱っ

ているのが 3 社（光村図書，学校図書，三省堂）であ

ること，それも小学校 6 年間のなかでわずか 1 曲のみ

の扱いであるということが明らかとなった。また，主に

音読や暗唱のみを行う学習が示されている。学校図書で

は映像を見て鳴きまね等をグループで演じる事が求めら

れているわけではない。「みる」，「演じる」ことで享受

されてきた芸能であるのだから，児童が主体的に「みて」

「演じる」ことを中心にした学習活動をもっと行うべき

だと考えた。

使用開始年度 S36 40 43 46 49 52 55 58 61 平成元 4 8 12 14 17 23 27
作品数 5 4 3 4 5 4 9 15 13 11 9 8 10 7 7 51 38

【表 1】光村図書小学校国語科教科書における伝文教材採録数
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３，伝文教材の特質

伝文教材の特質を生かしながら独自の実践方法を考察

していくために，ここで改めてその特質について考えて

おくことにする。

まず挙げられるのは，何といっても使われている言葉

の難しさではないだろうか。藤原マリ子氏は，『国語教

育指導用語辞典〔第四版〕』(8) において「時代の隔絶か

ら生じた言語抵抗の問題や，古い昔に書かれ，現代の学

習者からは内容が理解しづらいといった問題」を挙げ，

言葉の壁について指摘している。実際に新治功氏などが

広島大学附属小・中・高等学校の児童・生徒を対象にし

て行った古典に関する意識調査 (9) からも，言葉の分か

りにくさが古典嫌いにつながっていることが示されてい

る。言語抵抗が存在する中での実践上の課題として世羅

博昭氏は『国語教育総合事典』「14．古典教育」(10) に

おいて，「古語の持つ言語抵抗を克服して，古典に親し

むことのできる指導を展開することなどが，実践上の課

題」であると述べている。

では，言語抵抗を克服する方法とは，どのようなもの

があるだろうか。渡辺通子氏が「柳田国男の国語教育論

における語句語彙指導の位置と特色」(11) の中で述べて

いることは，この「言葉が難しい」という「言葉の壁」

を乗り越えたり，逆に生かしたりするヒントとなる。

1 つ目は，文脈の中で語句や語彙を理解できるように

することが大切ということである。渡辺氏は，柳田が「子

ども本来の語句語彙の習得方法」として「文脈の中での

その語の用いられ方を身につけさせようと」しているこ

とを示している。乳幼児が未だ知り得ていない語句や語

彙に出会ったとき，それを理解しようとする際に難しさ

を覚えることがあるだろう。そのような乳幼児が言葉を

獲得していく際の難しさと，伝文学習における言葉の壁

の問題を同じように考えたとき，文脈の中で解釈してい

くという解決方法を見出せるのではないだろうか。

2 つ目として，むしろ主体的な学習になるということ

である。渡辺氏は，柳田のいう「謎解きの効用」を挙げ，

「謎とは「もとは考への練習用であり，若い人たちを賢

くする教育の一つ」であり，「一度は何だろうと思ひ，

考へ始めて判つて来るといふことは，子どもを大人にす

る一つの関門」であった」ということを示している。つ

まり言語抵抗や内容理解の困難さといった点があるから

こそ，分からない言葉を類推したり，疑問に思ったこと

を追究したりするような主体的な学習を構築できる可能

性が存在しているといえるのではないか。この視点は，

2016 年度で示されている「学びに向かう力」と通じる

ものがあるだろう。

3 つ目として，挿絵や絵図を用いることで，日本の生

活や風土に根ざした認知や思考の方法が継承されるとい

うことである。この点について渡辺氏は，柳田の発言等

から明らかになったこととして示している。この「日本

の生活や風土に根ざした認知や思考の方法」というのは，

同じく 2016 年度で示されている「日本人として大切に

してきた文化」とも重なる点であろう。

本実践では，言語抵抗を克服するために効果的なこれ

ら 3 方法の考えを活用している。

４，国語科教育における「見ること」

舞台芸術である狂言を扱う上では，舞台鑑賞等，視覚

的に入る情報が効果的だと考えるが，先行研究はどのよ

うになっているだろうか。

「見ること」に関する議論は，現在まで多くなされて

きた。特に 2000 年代以降は，メディア・リテラシーの

視点から論じられることが多く，「読むこと」の一部と

して扱われることが多くあった。近年，「話すこと・聞

くこと」「書くこと」「読むこと」とは別に，「見ること」

を国語科に位置づける必要性が指摘されてきている。藤

森裕治氏は「これからの国語科には第四の言語活動とし

て，「みること」が定位されねばならない」(12) とし，浜

本純逸氏も「これまで国語科は，「聞く・話す・読む・

書く」の四領域に分けて言語活動を捉えてきたが，これ

からは，映像を「みること」を学習活動に位置づけるこ

とが必要になるであろう」(13) と述べている。

さらに伝文教育に限定してみると，どうであろうか。

杉山英昭氏は，「「見ること」と古典教育」(14) の中で，

高等学校における『道成寺縁起絵巻』を用いた新たな古

典授業の提案を行っている。そこでは，画中詞を翻刻活

字化したものを言語テキストとし，「絵画と詞書とを一

時に「見ること」」により「「読むこと」も同時に行」う

学習が示されている。つまり，文字テキストと絵画を複

合的に扱う学習が提案されているといえるだろう。窪田

祐樹氏は，「挿絵を活用した『伊勢物語』初段の読解指

導」(15)において，「物語絵を授業で用いることによって，

生徒に古典文学作品を多義的に読むことの可能性に気付

かせ，さらに生徒が納得のいく読みを主体的に導くこと

ができるようになるのではないか」とし，「高等学校に
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おける定番教材の一つである『伊勢物語』初段とその挿

絵を取り上げて考察」を行っている。物語絵を用いるこ

とによって，作品の享受の仕方が時代によって違うこと

を知るとともに，「自分たちの力で原文を解釈するきっ

かけを与えることができ，そこから生徒は豊かな作品像

を獲得することができ」たという。

このように絵画を用いることで物語内容に至ったり，

伝統文化に気付いたりする授業展開は示されているが，

動画や舞台上演を見ることを重視したものは示されてい

ない。

５，新しい授業スタイルの提案

（１）概要

本実践は，主に 3 つの活動によって行った。

1 つ目は，〈柿山伏〉の学習における児童の実態調査

である。これは，筆者が考えた学習計画に沿って〈柿山

伏〉を教材として用いた授業を行う中で，児童の反応を

観察した。

2 つ目は，学習時間内における「児童の様子」及び「感

想等の記述」による児童の反応の検証である。

3 つ目は，学習事前事後における児童を対象にした「狂

言を扱った学習に関するアンケート調査」による児童の

反応の検証である。

（２）実施方法及び単元目標

本実践の実施方法等は，次の通りである。

対象　川崎市立新城小学校　第 6 学年 1 組（32 名）

	 	 	 	 同 2 組（34 名）

期間　2016 年 7 月 8 日から 7 月 19 日

場所　川崎市立新城小学校

（第 6 学年教室，特別活動室，多目的室，視聴覚室，

体育館）

指導者　小林和馬（筆者）

単元名　伝統的な言語文化を楽しもう

単元目標

狂言演目の内容や表現，言い回しのおもしろさを感じ

るとともに，狂言演目の大体の内容を知り，伝統的な言

語文化に対する興味・関心をもつ。

扱った演目　〈柿山伏〉

〈柿山伏〉は，シテ（山伏）とアド（柿主）の 2 人が

登場する話で，山伏が活躍する山伏狂言というジャンル

のものである。選定理由は，6 点ある。①シェア率トッ

プの光村図書第 6 学年に採録されている点，②擬態語

や擬音語が頻出する点，③登場人物が 2 人という点，

④話の内容が児童にとって理解しやすい点，⑤グループ

練習を行う際に扱いやすい点，⑥上演時間が 20 分と短

い点である。

使用した映像　光村教育図書『小学校国語資料 DVD』

　　　　　　（狂言〈柿山伏〉山本東次郎，山本則俊）

本 DVD を選定した理由は，2 点ある。①入手がし易

い点（教科書準拠教材であり，容易に購入することがで

きる），②出演している演者が当代トップクラスの狂言

師，人間国宝の山本東次郎師であるという点である。

扱った場面

実践するにあたり場面を 3 つに分け，便宜上，次の

三場（Ⅰ場・Ⅱ場・Ⅲ場）構成とした。

Ⅰ場：山伏が修行を終えて帰る途中，あまりの空腹に襲

われる。そこで山伏は，他人の柿の木に登り，勝

手に柿の実を食べてしまう。そこで柿の木の持ち

主（柿主）に見つかる。

Ⅱ場：柿主に見つかった山伏は，懸命に隠れる。その様

子に柿主は，「よく見ると人ではないようだ」と

山伏をからかい，「あれは烏だ」などと言っては，

次々にいろいろな動物（烏，猿，鳶）のまねをさ

せる。最後は，「鳶ならば飛ぶものだ」と言って

山伏を困らせ，困った山伏は鳶のまねをして木か

ら飛び降り，腰を強く打ちつけてしまう。

Ⅲ場：怒った山伏は，祈祷をして柿主に仕返しをしよう

とするが，柿主には効かない。柿主は，祈祷の効

き目があったふりをし，一度は山伏を背負うが効

き目がなかったことを明かして地面に投げ打つ。

カットした箇所もある。Ⅰ場における名乗りと，Ⅲ場

における呪文を唱える箇所である。

このように場面を区切ったり，カットしたりした理由

は，児童の能力と時間数を考慮してのことである。授業

構想を行った当初，1 曲全てを同一グループが演じるこ

とも考えた。しかし，このような形にしたことで，短い

時間数であっても繰り返し練習することが可能になると

ともに，発表会で披露することができるまでに上達し，

それによって多くの児童が成功したという手ごたえ，達

成感と楽しさを実感できたことは，大きな成果であろう。
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（３）授業展開

時間数は，4 時間（45 分× 4）に設定した。これは，

単元時間数としては比較的短いものである。例えば，光

村図書国語教科書 6 年生版「書くこと」の単元「町の

よさを伝えるパンフレットを作ろう」は，12 時間扱い

である (16)。「読むこと」の単元「自分の感じたことを，

朗読で表現しよう」（教材は宮澤賢治『やまなし』）は，

8 時間扱いである (17)。本実践を 4 時間という扱いにし

た理由は，短時間であっても児童が課題意識を持てば，

学びのある学習になると考えたからである。

展開は，1 時間目に映像鑑賞，2・3 時間目にグルー

プ練習，4 時間目に発表会という内容である。このよう

な展開にした理由は，学習の冒頭において補助的な説明

をせずに行うことで，児童の感性や思考を働かせ，驚き

や狂言のおもしろさに気付くことができるようにしたい

と考えたからである。よくわからないからこそ，映像か

らさまざまなことを推測したり，強いインパクトを受け

たりすることができると考えたわけである。また発表会

という目標があることによって，台詞，発声，動きなど

に着目しながら繰り返し映像をみたり，お互いにアドバ

イスをし合ったりということが可能になると考えた。

学習展開について，さらに詳しく見ていくことにする。

細かい学習展開は，1 組と 2 組で若干異なっている。そ

の理由は，児童の主体的な関わり，おもしろさへの気付

き，伝統文化への気付きの姿がより引き出せるようにす

るために，1 組で行った結果を踏まえて変更したからで

ある。ここでは 2 組における展開を記す。

1 時間目の冒頭，まず礼儀として全員が正座をし，あ

いさつを行うことから始めた。続いて単元名と学習の流

れを確認した。その後〈柿山伏〉の上演映像を鑑賞した。

鑑賞する際には室内を暗くし，プロジェクタを用いて大

画面で鑑賞した。鑑賞後，本時の学習を通してわかった

こと，気付いたこと，考えたこと，疑問などを各自記入

させた。

児童に対して補助的な説明をせず，すぐ映像を見せる

ことに不安もあったが，児童は映像を見ることで内容の

大体を理解していたようであった。大画面で鑑賞したこ

とによって臨場感が増すとともに，演者の動きや装束な

ど細部までよく見ることができていた。また，学習の流

れがわかったことで見通しをもつことができ，意欲や視

点をもちながら映像を鑑賞する姿が見られた。

2 時間目の冒頭，児童が前時に記入したわかったこと

や疑問などを教師が紹介することから始めた。その後，

グループごとに練習を行った。

1 クラスを 6 グループに分けて練習を行った。グルー

プの中で，演じる役とアドバイス役を分けた。演じるこ

とに抵抗を感じる児童にとっては，アドバイス役があっ

たことで負担なく学習に向かうことができたようであ

る。3 グループが別々の場面（Ⅰ場，Ⅱ場，Ⅲ場）を行

うことで，おおよそ１曲が完成するようにした。また，

児童が自由に映像を止めたり，再生したりして練習がで

きるように，1 グループに 1 台テレビを配当するととも

に，グループに関係する場面のみが見られるようにした。

繰り返し映像を見ながら練習に取り組む姿が見られた。

3 時間目の冒頭，前時までの学習内容のふりかえりと

今後の学習の流れの確認を行った。これは，目的をもっ

てグループ練習を行えるようにするためである。その後，

グループ練習を行った。最後には，他グループの演技の

見合いを行った。他グループとの比較によって自分たち

のグループの演技の出来栄えなどが客観的に判断できる

ようになり，発表会までに自主的に練習を重ねる姿につ

ながった。

4 時間目，前時までの学習内容の振り返りと本時の学

習の流れを確認した後，発表会を行った。狂言発表会終

了後，グループごとにまとまって座り，そこで感想を書

いた。学んだことなどをお互いに振り返り，共有しなが

ら記入する姿が見られたことは，学びを確認し，今後に

活かすという点において意義があった。

６，成果

（１）主体的な学びの姿勢

児童に学ぼうとする意欲がなければ，学習の効果は上

がらないということについては，秋田喜代美氏が「昔か

ら意欲の火を心にともすことこそが，生徒が自ら探究し

深く学ぶことの出発点と言われている」(18) と述べてい

る。学ぼうとする意欲があり，主体的に取り組んだとき，

学習効果は高まるのである。伝文学習も同じであるとい

えるだろう。

1 時間目に映像を見終わった児童は，演者の発声の仕

方や足の運び，後見の存在などの点に気付くと同時に疑

問をもっていた。映像鑑賞後の児童の感想には「どうやっ

たら，あんな声が出るのか，疑問に思いました。」といっ

た発声の仕方に関するものや「狂言師の方は，完璧にす

るのに，どれくらいかかったのか。」といった狂言師の
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努力に関する疑問，また「ずっとしゃべりっぱなしで，

よく息が切れないなと思った。」「二人の出演者の息が

ぴったり。」といった驚きのようなものまでさまざまな

視点に着目することができていた。そのような「なぜだ

ろう」という疑問が「知りたい」という次の学びに対す

る原動力になっていたのではないかと考える。また，学

習の最後に発表会を行うことを伝えると，児童からは「イ

エーイ」という歓声と拍手が起きた。学習後には視聴覚

室に残って「貝をも持たぬ山伏が」の部分を声に出して

行っている児童が数名いた。これは日本の伝統文化の一

つである狂言に対して興味をもっていることの表れだと

考えた。2・3 時間目のグループ練習では，発表会に向

けて繰り返し映像を見ながら，お互いにアドバイスをし

合う姿が見られた。この友だちとともに粘り強く練習を

行ったことは，発表会後の感想にも表れている。「初め

て狂言を見たときは，グループみんなでできるかなとい

う感じがしましたが，最終的に力を合わせてできたので

よかったです。」「最初は，台詞も動きも覚えられなくて

大変だったけれど，友だちが助けてくれて全部覚えるこ

とができました。」というものである。また，発表会に

向けて意欲を持続させながら主体的に取り組んでいたこ

ともうかがえた。そのことは発表会後の感想にも表れて

いる。「初めて狂言を体験したが，練習を重ねるうちに

どんどん楽しくなっていき，やりたいと思うようになっ

ていった。」というものである。さらに，日頃使う事の

ない言い回しや動きであり，児童にとっては難しさを感

じるものだからこそ，映像をしっかりと見ながら取り組

もうとする姿勢も見られた。このことは「狂言の言い回

しが現在のしゃべり方と違うし，動作も行ったことがな

いものだったので，映像を見て真剣に行いました。」と

いう感想に表れている。

つまり先述したような，児童が「なぜだろう」といっ

た疑問を持ち，「やってみたい」「知りたい」という学び

への意欲を持って，主体的に学びに向かう上で本実践は

有効だったと考える。

（２）推測して理解する言葉の学習

本実践における学習の冒頭，補助的な内容説明は行わ

なかった。しかし児童は，言葉の意味が分からない箇所が

あっても内容の大体を理解することができていた。それは，

なぜ可能であったのだろうか。その点について，青山由紀

氏の記述から推察してみることにする。青山氏曰く，児童

は「日常生活でも，大人の話していることや，大人向けの

テレビ番組やニュースなど，分からない言葉に囲まれてい

る。それは学年が下がるほど顕著である。彼らは分かる言

葉だけをキャッチし，それらをつなぎ，あとは文脈などか

ら推測して生活している」(19) という。つまり本実践にお

ける児童は，映像を見ることで演者の動きを知ることが可

能となり，その動きや文脈から分からない言葉の意味や内

容を推測することができたのではないかと考える。

文脈から意味を推測しながら読むことの大切さについ

て先述の秋田氏は，「知らない語があっても文脈を利用

して推測できる力も求められる。――略――。その場で

わからなくても予想を持って読む経験，予想しながら情

報を集めて自分の推論の確かさを検証していく読み方が

できることが大事なのである」(18) と指摘している。

1時間目に〈柿山伏〉を大画面で鑑賞する際，話の内容

を知らないからこそ児童は，映像から目を離さず，全員が

じっと見入っていたのである。補助的説明がなかったため

に言葉の意味がわからない部分もあったようであるが，意

欲が減退するということはなかった。むしろ話を理解しよ

うと真剣に映像を見る姿があった。映像鑑賞後の感想では，

「よくわからない言葉だったが，行動などに注目して見る

と，何を言おうとしているのかがわかりました。」「最初何

を言っているのかわからなかったけれど，もう一度映像を

見たら，話の内容がわかりました。」といった記述があった。

このような感想からも，児童が分からない言葉があっても

演者の動きなどを手がかりにして意味を推測し，内容の大

体を掴んでいたことが分かった。

（３）狂言の面白さの発見

映像を見ることで，演者の発声や動きなど様々なこと

に着目することが可能となり，狂言の面白さに気付くこ

とができたと考える。映像鑑賞後の児童の感想では「動

物の鳴き声の表現が今の鳴き声の表現と違うため，おも

しろかったです。」「言葉の強弱や声の出し方がおもしろ

くよかったです。」「木などの実物がなくても，声や動作

で実際にあるかのように表現していてすごいと思いまし

た。」「表情や声の強さで，しっかりと相手に伝わる表現

の仕方をしていたので，すごいなと思った。」といった

記述がみられ，言い回しや発声に関する面白さを発見す

ることができていることがわかった。従来の文字情報か

ら登場人物の気持ちや関係を考えたり，想像したりする

という文学的な文章と同じような読み取りの学習や，狂
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言師による〈柿山伏〉の朗読 CD を活用した聞き取りの

学習では，動きを見ることはできない。しかし映像を見

ることで，内容を理解するだけでなく，同時に動きや発

声などへも注意が向き，多方面から狂言の面白さに気付

いたり，驚いたりすることにつながったと考える。

（４）伝統文化との出会い

映像を繰り返し見たり，映像と自分の動きを比べなが

ら練習を行ったり，友だちの演技を見たりするなかで，

狂言の特徴的な動きや発声にとどまらず，装束などへも

意識を向けることができていた。映像鑑賞後の児童の感

想には「映像を見て，最初に驚いたのが服です。山伏は，

たくさん着ていて，カラフルで，素敵だなと思いました。」

といった記述があり，伝統的な装束のすばらしさに気付

いていることがうかがえた。また映像を見ることを通し

て「〈柿山伏〉を映像で見て，柿をとる行動がよくわかり

ました。今度は，生で見てみたいです。」と，今後も伝統

文化の一つである狂言を見てみたいと思った児童もいた。

さらに，最もよく映像を見ながら練習を行っていたグルー

プの児童は，単元終了後に「これからも狂言を見たり，

聞いたり，行ったりしてみたい。」「昔の言葉をこれから

も学んでみたい。」という思いになっていた。このように

本実践を通して，狂言教材を有効活用し，日本の伝統文

化との印象的な出会いを与えることができたと考える。

７，教材，環境，方法の大切さ

このように成果を考察してみると，本実践においてこ

のような成果が表れたのは，児童が興味を持てる優れた

教材，実現できる環境，主体的に取り組める学習方法，

これら3つのポイントがが揃っていたことが重要であっ

たように考えた。これら全てが揃ったことによって，効

果を挙げたのではないか。以下，その 3 つの視点に沿っ

て考察してみる。

教材として今回は，当代の人間国宝が演じる映像を

扱ったが，現在望みうる最高レベルの映像を見たことで

児童が感じるインパクトは大きかった。学習前に「伝統

的な言語文化の学習が好きではない」と答えていた児童

は，好きではない理由として，「昔の言葉ばかりで読み

にくいから，昔作られ，今に伝わる作品の勉強は，好き

ではない」，「内容がわかりにくいから，昔作られ，今に

伝わる作品の勉強は，好きではない」としていた。その

児童は，映像をみた後に次のように答えた。「最初は，まっ

たく言葉がわからなかったけれど，大きい動きで少し言

葉がわかりました。さらに，昔の人ならではの動きがお

もしろかったです。」「言葉の強弱や声の出し方が面白く

てよかったです。マイクを使わずに声を出していて感心

しました。」と答えていた。人間国宝の演者の声の出し

方や強弱，言い回し，表情，足の運び，間などは素人の

演者とは明らかに異なるものである。この「本物」の演

者による映像を用いたことで，先述した児童の感想に見

られるような声の強弱や動き等にまで着目することがで

き，それによって児童は興味を持ちながら，内容理解に

留まらないさまざまな点に気付くことが可能になったと

考える。さらに，後述する環境の大切さに関連する部分

でもあるが，このような人間国宝の「本物」の細かい動

きなどに気付くためにも，大型スクリーンや大型テレビ

で映像を鑑賞したことは重要であったと考える。

また〈柿山伏〉という演目も適していた。1曲の長さが

20分程であり，児童の集中力が切れずに鑑賞することが

できた。また，動物の鳴きまね等の擬音語が繰り返し出て

くる点や動物の動作や柿を落とす動作など動きが多い点が

高学年の児童の実態に適していたように考える。実際，1

時間目に映像を見終わった児童からは，「柿をとろうとし

て，刀を振り回したり，石を投げたりするところが面白かっ

た。」という感想も聞かれた。また「烏」「猿」「鳶」と3

種の動物のまねが繰り返し行われるなど話のすじが分かり

やすく，動きが多い点もわからない言葉を想像する際に有

効であったように考える。その点については「言葉がわか

らなかったけれど，大きい動きで少し言葉がわかりました」

という児童の感想からもうかがうことができるだろう。つ

まり，児童は，興味や関心を失うことなく意欲を持続させ

ながら鑑賞したり，練習したりすることができたと考える。

環境も重要であった。児童が自由に使える大型テレビ

とノートパソコンを各6台用意して，グループごとに思

いのまま活動できる環境を整えることができたのは，情報

視聴覚機器が揃っており，それを十分に活用することがで

きる環境が整っていたことが大きかった。それにより，練

習では大型テレビとノートパソコンを各グループに1台

ずつ配当し，グループごとに映像の停止や再生，音量の調

節が自由に行えるようにしたことで，そのグループの課題

に合わせて映像を止めたり再生したりしながら取り組むこ

とができた。あるグループでは，柿を落とすために山伏が

石を投げる場面を何度も映像を巻き戻し，繰り返しみなが

ら，演者の動作や言い回しを体得しようとする姿が見られ
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た（2016年7月13日ビデオ記録より）。また，使用でき

る教室等を潤沢に存在したことも大きい。練習を行う際に，

グループごとに分かれて練習する方法をとることが可能と

なり，広い練習空間の中で，他グループに気兼ねすること

なく練習することができた。さらに発表会を体育館の舞台

を使用して行ったことで，静寂な空間のなか，演者の声が

響き，そのことによって見る側の児童は，演者の動きや声

に注意しながら鑑賞する姿が見られた。グループ編成の方

法も効果的であった。グループ内で演じる役とアドバイス

役に分けたことで，演じることに苦手意識をもつ児童も学

習に参加することができていた。

方法としては，映像を鑑賞し，映像を見ながら練習を

行い，発表をするという流れが，児童にとって適していた。

1時間目終了後の児童の感想には，「「○○っとな」と言っ

ているが，「とな」とは，どういう意味なのか」「今と昔

で言葉遣いなどが違った」という言葉に着目したものや，

「室町時代から現代まで，長い時間が経っているけれど，

今でも話の内容が分かるなんて，とてもおもしろいと思っ

た。」「本物の木などを使わないのは，昔出来たことが受

け継がれているから，今でも本物の木などを使わないの

ではないか。」といった文化の伝承性に気付いた児童，「動

きでやりたいことがわかった。」といった動きで内容を理

解した児童などがいた。このように，それぞれの視点で

さまざまな点に気づくことができた。つまり，事前にあ

らすじを教えず，字幕も見せず，現代語訳を用いないで

行ったことによって児童は，映像をよく見ることで，狂

言の物語展開や場面構成，笑いを誘発する要素に気付く

とともに，楽しみながら自然と話の内容を理解すること

ができた。映像を見ることで，内容理解に留まらず，伝

統文化への気付きにもつながった。

８，今後の課題及び展望

今回の実践を通して見えてきた課題が 3 つある。

1 つ目は，教師自身が教材に対して十分な理解をして

おく必要があるということである。一人一人の実態を把

握し，個に応じた支援を行っていくことが，学習効果に

つながるということを実感したが，そのためには，教材

理解が大切であるということである。

本実践において当初，実際の狂言にある「後見」とい

う補助役を置かなかった。すると発表中，舞台袖から演

者の友だちにセリフを教えようとし，演技が止まってし

まうことがあった。しかし，後見として舞台上に出てよ

いことを告げると，そこからスムーズに進んだ。教師が，

後見の重要性を理解していなかったためである。

また，映像を見たことで，伝承されてきたものに気付い

ても，成功体験や理解が不十分であると，伝文学習が好き

でも嫌いでもないと変容することがわかった。どこにポイ

ントを置いて指導するのかを明確に持ち，的確に伝えてい

くことが重要であるが，そのためにも，教材に対してどれ

だけの知識を持っているかが大切であることを実感した。

振り返りの仕方についても同じである。振り返りを書

かせる際には，書き方の視点を与えることで，気付かせ

たい内容に気付かせることができる。そこでも教材理解

は欠かせないのである。

2つ目は，児童の人間関係や能力を考慮し，適切な支

援を行っていくことの大切さである。そのことがよくわ

かったのは，グループの編成の時であった。学習目標を

意識したグループ編成が児童の力でできない場合は，教

師が適切な支援を行っていくことが大切となる。今回は，

グループ内に演じることに苦手意識を持つ児童が固まっ

てしまうということがあり，スムーズに演じる役を決め

ることができなかった。

3 つ目は，「伝文の学習は楽しい」という思いで終わ

らせないことの大切さである。本実践では，多くの児童

に「楽しかった」という思いをもたせることができた。

そのことは，一定の成果である。しかし，それだけでい

いのだろうか。楽しかったと感じたことが伝文学習の基

礎であり，スタートである。伝文が時代ごとに再評価さ

れ，その都度新たに息を吹き返しながら現在まで続いて

きたように，伝文を通して人間の本質を客観的に見つめ

ることこそが，文化伝承となるのではないだろうか。ま

た，伝文に描かれている人間の喜怒哀楽を踏まえて自己

を見つめたり，そこから新たなことを考えたりする学習

も大切であろう。今後も，さらに考えていきたい。

このような課題はあるが，本実践では先述したような成

果を見出すことができた。昨今，教育におけるＩＣＴの活

用が叫ばれるなか，大型テレビやパソコンが普通教室に配

備されている学校も多いと思われる。和室がある学校もあ

るであろう。伝文に触れる機会が整っているところもある

と思われるし，近隣に能舞台があるという場合もあるだろ

う。そのような環境を活用することで，体験的な伝文学習

は今後さらに効果的なものとなっていくはずである。
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【補注】

現行の小学校国語科教科書を発行している5社につい

て，昭和36年度版から現行の平成27年度版までの1～

6年生版全教科書及び教師用指導書で示されている指導内

容についてを教科書図書館及び東書文庫に赴き，調査した。

教科書巻末に資料的な扱いで狂言が掲載されている場合も

あるが，本稿においては単元として扱われているものを対

象とした。

昭和36年度版から平成12年度版までは，東京書籍以

外の4社が〈附子〉を採録している。東京書籍は〈盆山〉

や〈清水〉を採録していた。平成14年度版では，狂言を

採録している教科書はない。平成17年度版以降は，各社，

異なる演目を採録している。

光村図書では，昭和55年度版から狂言が採録され始め

た。昭和55・58・61年度版では，和泉流の狂言台本に

基づいて，三宅藤九郎氏が一部の語句を現代語訳した〈附

子〉が採録されている。その後，平成元・4年度版では狂

言の採録がなされていない。平成8・12年度版では，和

泉流の狂言台本に基づいて，和泉元秀氏が教科書のために

書き下ろした〈附子〉が採録されている。平成14・17年

度版には狂言が採録されていない。平成23・27年度版で

は，大蔵流山本東本を底本としている『日本古典文学大系

43　狂言集　下』（小山弘志校注，岩波書店）の〈柿山伏〉

が採録されている。昭和55・58年度版における指導内容

は，文字情報による全文通読の後，話の展開を読み取ると

いったものであったが，昭和61年度版では，学習のまと

めにおいて上演テープを聞くことが記されている。平成8

年度版になるとCDを聞いて興味をもつなどの活用がなさ

れるようになる。平成23・27年度版では，CDの活用が

明示されている。文字テキストによる読み取りよりは進歩

したわけであるが，この段階までCD活用は単元の最初に

聞くのみに留まっている。

東京書籍では，昭和36年度版から狂言が採録され始め

た。昭和36年度版では，三宅藤九郎氏著「狂言物語」（筑

摩書房発行『中学生全集四七』）から現代語に直した狂言〈盆

山〉が採録されている。昭和40・43年度版では，野々村

戒三・安藤常次郎両氏編の『狂言三百番集上巻』（富山房

百科文庫）より，東京書籍編集委員会が現代語訳した狂言

〈清水〉が採録されている。そして昭和46・49・52年度

版では再び，三宅藤九郎氏著「狂言物語」（筑摩書房発行『中

学生全集』）から東京書籍編集委員会が和泉流のすじを基

にし，見なければわからないと編集委員会が判断した部分

について説明等を加え，書き直した狂言〈盆山〉が採録さ

れている。昭和55・58・61・平成元年度版では狂言の採

録がなされていない。平成4・8年度版では，和泉流の狂

言台本に基づいて，井関義久氏が教科書のために書き下ろ

した〈清水〉が採録されている。平成12年度版以降，狂

言は採録されていない。昭和36年度版では，〈盆山〉の

構成や人物の心情などを考えた後，本来の狂言演出とは関

係なく各自の工夫で〈盆山〉を劇として演出し，発表する

内容となっている。昭和40年度版以降は，演目は異なる

が指導内容はほぼ変わらず，内容及び登場人物の心情を読

み取った後，朗読する内容となっている。平成4・8年度

版では，別売り教材のVTR，カセットテープ，CDの活用

も考えられるということが示されている。

教育出版では，昭和52年度版から狂言が採録され始め

た。昭和52・55・58年度版では，『世界少年少女文学全

集29日本編2日本古典文学集』（東京創元社）所収の「ぶす」

が採録されている。「ぶす」は，北村寿夫氏が和泉流狂言

台本を基にして易しく改めたものである。平成元・4年度

版では，狂言諸本を校合して木下順二氏が書き下ろした

〈附子〉が採録されている。平成8年度版以降，狂言は採

録されていない。昭和52年度版から平成4年度版まで内

容の読み取りや登場人物の心の動き，性格などを考えると

いった学習内容となっている。昭和58年度版では，カセッ

トテープの活用が例示されている。カセットテープには，

野村万之丞・万作・万之介師（当時）による〈附子〉が採

録されているようであるが現物は確認できていない。

学校図書が，この4社の中では最も早い昭和36年度

版から採録を始めている。昭和36年度版では，『日本古

典全書狂言集上』（古川久校注，朝日新聞社）所収のも

のをもとにして学校図書編集部が口語訳した〈附子〉が

採録されている。昭和36・40年度版で〈附子〉を採録

した後は，昭和 43・46・49・52・55・58 年度版まで

の16年余りに渡って狂言の採録がなされていない。そ

して昭和61年度版では，大蔵流山本東本を底本として

いる『日本古典文学大系42　狂言集　上』（小山弘志校

注，岩波書店）の〈附子〉を基にして，一部を「「昔の人

らしい話し言葉」のニュアンスが出るように配慮された

文体」(20) で書き直したものが掲載されている。平成3・

8・12・14・17・23 年度版と狂言の採録はなく，平成

27年度版では〈盆山〉が採録されている。昭和36年度

版，平成元年度版では，内容の読み取りや登場人物の心

の動き，性格などを考えるといった学習内容となってい
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る。昭和61年度版では，「テープを聴かせるのは，学習

後の方が望ましい」（20）と書かれているが，テープの内

容等詳細は示されていないため不明である。43頁で述べ

た通り，平成27年度版ではDVD映像の活用が示されて

いる。DVDには野村万作氏による〈盆山〉が採録されて

いる。

三省堂は，昭和 36 年度版と平成 23・27 年度版にお

いて発行をしている。昭和 36 年度版では，狂言の採録

はない。平成 23・28 年度版では〈しびり〉が採録され，

教師の音読を聞いて感想を言い合ったり，音読練習をし

たりする学習が設定されている。
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